
人口減少対策に係る意見交換について レジュメ 

 

 

 

 

 

１ 資料説明 

○ こども大綱（R5.12.22 閣議決定）説明資料 

○ 長野県作成チラシ（ちょっとした気づかい"ありがとう"） 

○ 長野県作成チラシ（子育て家庭の経済的負担の軽減を応援します！） 

○ 長野県の「こどもまんなか応援サポーター」宣言プレスリリース（R5.11.10） 

 

 

 

 

２ 意見交換の観点 

(1) 「こどもまんなか社会」の目指す状態 

 

 

 

(2) 社会全体（所属団体）でできること 

[キーワード] 

ア 共働き・共育て 

イ 子育ての社会化 

ウ 子持ち様 

エ 子育て罰 

 

 

(3) あなたができること 

 

 

 

(4) その他 

 

 

 

テーマ こどもまんなか社会を実現するには 

資料４ 
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みんなでつくろう！こども・子育てに優しい信州

こどもや子育て中のパパ・ママへのちょっとした気づかいをすることで

みんなが笑顔になれる、思いやりあふれるまちを一緒につくっていきませんか？

こども・子育て世帯へ 自分なりの

優しい働きかけをしてくれる方を

こどもまんなか応援サポーター と

呼び、取り組みを広げています。

ちょっとした気づかい
”ありがとう”

応援サポーターになりませんか？

いつも気づかい

”ありがとう”

長野県県民文化部こども若者局
次世代サポート課

〒380-8570 長野県長野市大字南長野字幅下692-2
電話：026-235-7207(直通) FAX:026-235-7087

あなたができること

赤ちゃんが泣いていても

あたたかい心で見守る

社会全体でできること

休暇をとりやすい

雰囲気をつくる

00249418
テキストボックス
５



子育て家庭の経済的負担
の軽減を応援します︕

⻑野県でも

① 国の多⼦世帯の保育料負担軽減の要件である同時⼊園にかかわらず、第３子以降の
保育料を無償化、第２子の保育料を半額

軽減額最大（年額） 第２⼦ 約36万円、第３⼦以降 約72万円
② 低所得世帯（年収360万円未満相当）の保育料を軽減（第２子無償化、第1子半額)

軽減額最大（年額） 第１⼦ 約13万円、第２⼦ 約26万円
【ポイント】・国の制度の対象外の⽅もきめ細かく⽀援

・①は所得制限なし

高校生までの子どもの医療費自己負担を軽減

⻑野県では、令和６年度から、子育て家庭を応援するため、保育・医療・教
育など子育てに係る経済的負担を軽減する施策を大幅に拡充し、多子世帯や低
所得世帯に対する⽀援などに取り組んでいます。

 大学等での修学に強い意欲がある学⽣を給付型奨学⾦で応援
国公⽴︓年額36万円（月額３万円）
私 ⽴︓年額60万円（月額５万円）

子ども・子育て応援市町村交付金の創設
① 未就学児を育てている家庭の負担軽減をさらに促進するため、負担軽減に直接つ

ながる新規・拡充施策を実施する市町村を応援するための交付⾦を創設
② 市町村が地域の実情に応じて独自に実施する施策に要する経費のうち1/2を県が

支援
※施策の例︓⼀時預かりなどの⼦育て支援サービスの利⽤料の負担軽減 等

【ポイント】 市町村が独自に取り組む子育て⽀援策を、県が後押し

０〜２歳児の保育料について、多子世帯や低所得世帯の負担を更に軽減

令和６年度中に全ての市町村で⾼校３年⽣までの⼊院・通院に係る医療費を助成
（県は、市町村が⾏う自⼰負担軽減の取組に対する補助対象を、これまでの「⼩学校

３年⽣まで」から「中学校３年⽣」までに拡充）
【ポイント】 全ての市町村で所得制限なし

注１）⽣活保護、市町村⺠税非課税世帯は保育料無料
注２）保育料の決定は市町村が⾏うため、支援拡充の開始時期は、市町村ごと異なります。

年収
相当額 第１⼦

第２⼦ 第３⼦
同時⼊園 非同時⼊園 同時⼊園 非同時⼊園

360万円
未満

360万円
以上

■イメージ図

①
1/2軽減
補助[県]

①
無償化
補助[県]

①
無償化
補助[県]

②
1/2軽減
補助[県]

②
無償化
補助[県]

1/2
軽減
[国]

無償化
[国]

無償化
[国]

軽減
上限
6千円
[県]

1/2
軽減
[国]
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⻑野県県⺠⽂化部こども若者局
次世代サポート課

〒380-8570 ⻑野県⻑野市大字南⻑野字幅下692-2
電話︓026-235-7207(直通) FAX:026-235-7087

私立高等学校の授業料を軽減

「信州型フリースクール認証制度」を創設

① ⼦どもたちに学校以外の多様な学びの場の選択肢を提供するため、⼀定の基準を
満たすフリースクール等⺠間施設を県が認証
※認定基準の類型︓「居場所支援型」「学び支援型」

② 認証フリースクールに対しては、運営経費を補助するほか、研修・情報発信・連携
促進等トータルで支援

【ポイント】 フリースクールに関する”全国初”の認証制度（令和6年4月に創設）

大学等での就学に強い意欲があり、将来、様々な分野へ挑戦しようとする意思を持
持つ学⽣や、ヤングケアラー、不登校、病気・けが・障がい等の事情を持つ学⽣等
を給付型奨学⾦で応援

国公⽴︓年額36万円（月額３万円） 私⽴︓年額60万円（月額５万円）
【ポイント】 将来有望な若者が家庭の経済状況によって学びの選択肢が制約される

ことがないよう、返済不要の奨学⾦を給付

都道府県が行う自然保育認定制度「信州やまほいく認定制度」
① 豊かな自然環境の中で⼦どもが本来持っている自ら学び成⻑しようとする⼒を育む

保育・幼児教育を実施
② 298 園認定（令和５年10 月現在）

（北信︓86園、東信︓43園、中信︓92園、南信︓77園）
【ポイント】 自然保育に関する“全国初”の認定制度（平成27年度に創設）

大学生等に奨学金を給付

年収目安 ⼦ども 授業料（年額）

〜590万 -

590万
〜750万 -

750万
〜910万

２人以上

１人

就学支援⾦[国] 396,000円

■イメージ図（全日制） ※授業料が年額396,000円のケース

就学支援⾦[国]
118,800円

授業料等
軽減[県]
79,200円

自⼰負担
198,000円

就学支援⾦[国]
118,800円

自⼰負担
277,200円

年収目安590万円〜750万円未満の世帯 及び  年収目安750万〜910万円未満かつ
子どもが２人以上いる世帯を対象に、国の就学支援⾦に上乗せして私⽴⾼等学校の
授業料1/2程度まで支援 

国の就学支援⾦︓年額11万8,800円（授業料の３割程度）※残額は自⼰負担
⇒ 県が約８万円の上乗せ⽀援を⾏い、年額19万8,000円を⽀援

【ポイント】 全ての意志ある⾼校⽣等が家庭の経済状況にかかわらず自らが希望す
る学びの場を選択できるよう、国⽀援額を上回る県独自の⽀援を実施
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長野県（県民文化部）プレスリリース  令和５年（2023 年）11 月 10 日 

 阿部知事が「こどもまんなか応援サポーター」宣言を
行います 

（問合せ先） 

担 当：県民文化部こども若者局次世代サポート課 

塩原、市川 

電 話：026-235-7207（直通） 
026-232-0111（代表） 内線 2853 

E-mail：shoushika@pref.nagano.lg.jp 

 

応⻑野県こどもまんなか応援サポーター宣⾔ 

１．「こどもまんなか」の趣旨に賛同します 

   ⻑野県は、こども家庭庁が掲げる「こどもまんなか」の趣旨に賛同し、阿部守一知事が 
「こどもまんなか応援サポーター」に就任します。 

２．「こどもまんなか」の取組を推進します 

（１）県のあらゆる分野の施策に「こどもまんなか」の観点を取り入れ推進していきます。 
（２）県内企業との対話の機会を新たに設ける等、男性の家事・育児参画を応援するとともに、 

働き⽅の⾒直し、男性の育児休業取得促進等に向けた企業の取組を⽀援していきます。 
（３）「こどもまんなか」を実現するため、⼦どもや若者の意⾒を聴き、施策に活かす「こども

・若者モニターアンケート、意⾒交換会」を実施します。 
（４）「こどもまんなか」の取組を加速化するため、県と市町村による「若者・⼦育て世代応援

プロジェクト」の⾒直し等を⾏い、こども・⼦育て⽀援の一層の充実を図ります。 
（５）「信州学び円卓会議」を通じて、⼦どもたちにとって個別最適な学びのあり⽅や学びの選

択肢の充実について幅広く検討し、関係する様々な主体における取組や県⺠全体の機運醸成
に繋げます。 

（６）「いい育児の日」を中心に、ながの⼦育て家庭優待パスポート協賛店舗の拡大、⼦育てサ
ークル活動の⽀援等、様々な事業を通じた県⺠意識の醸成・⼦育ての社会化を進めます。 

（７）ヤングケアラーや不登校等、困難を抱える⼦どもへの⽀援を充実するため、福祉と教育が
連携した⽀援体制づくりを促進するとともに、「信州型フリースクール認証制度」を⽴ち上
げます。 

（８）県下一⻫のフードドライブ統一キャンペーンを通じて、困窮する⼦育て家庭を⽀援すると 
ともに、地域の中で⼦どもの成⻑を⽀える一場所多役の「信州こどもカフェ」の取組を促進 
します。 

３．県内に広く取組を発信し参加を呼び掛けます 

  ⻑野県将来世代応援県⺠会議等のネットワークを活⽤し、県内市町村や企業等へ「こどもま
んなか」の取組の実施や応援サポーターへの就任を呼び掛けます。業の取組を支援します。 

 

長野県では、「いい育児の日」（11/19）を中心に、様々な子育て関連事業を実施する 11 月に合わせ

て、知事による「こどもまんなか応援サポーター」宣言を行い、県内の市町村、団体・企業等にも宣

言を呼び掛け、県内全体でこどもの成長や子育てを応援していく機運を醸成していきます。 

00249418
テキストボックス
８



長野県将来世代応援県民会議 

第１回結婚・子育て支援部会（R6.5/22）での意見交換の概要 

 

次世代サポート課 

 

○ テーマ：「こどもまんなか社会を実現するには」 

【意見交換の観点】 

１ こどもまんなか社会の目指す状態 

 ２ 社会全体（所属団体）でできること 

  ［キーワード］共働き・共育て、子育ての社会化、子持ち様、子育て罰 

 ３ あなたができること 

 

○ 主な意見 

１ こどもまんなか社会の目指す状態 

 ・「子ども」や「若者」を主語にしなくても、「人が」を主語にすればみんな

に通じる 

 ・「こどもまんなか」は「人が真ん中」 

  

２ 社会全体（所属団体）でできること 

 ・地域を支え、子供とお母さん方の相談について、寄り添っていく体制の強

化に取り組んでいく 

 ・会社での働きやすい環境づくり 

 ・お給料よりも、職場の人間関係がよい、子育てがしやすい、将来看護休暇

をもらいやすい、など本当の意味で働きやすい職場を増やせるようにする 

 ・若者に集まってもらえる、若者に対する取り組みを考えていく 

 ・育児休業等も行政から会社に取得するようにと言うだけでなく、その先の

部分も見ていかなければならない 

 ・夕方の時間が、お母さんは一番大変。18 時頃にお父さんたちが帰れるよ

うに協力する 

 

３ あなたができること 

  ・今の若い世代のものの考え方に、もう少し合わせていかなければならない 

・社会に対して自分が存在していることの意味を実感できるような社会を

考える 

   

2024/05/22 
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長野県将来世代応援県民会議総会（R6.6.14）での意見交換の概要 

 

次世代サポート課 

 

○ テーマ：「こどもまんなか社会を実現するには」 

【意見交換の観点】 

１ こどもまんなか社会の目指す状態 

 ２ 社会全体（所属団体）でできること 

  ［キーワード］共働き・共育て、子育ての社会化、子持ち様、子育て罰 

 ３ あなたができること 

 

○ 方法：５つのグループに分かれて意見交換し、全体発表を行った 

 

○ 主な意見 

１ こどもまんなか社会の目指す状態 

（全体） 

 ・こどもまんなか社会と言わなければならないことに違和感 

・こどもだけでなく、全ての人がまんなかである社会 

（こども） 

・こどもの権利が皆に理解されている 

・こどもに関する制度がこどものために作られる社会 

・一人ひとりの個性に向き合う社会 

・学びの機会が均等に与えられている 

・学びたいことを学べる環境がある 

・学びの場が少人数制で、個性を発揮できる環境がある 

・様々な体験を通して成長していけるような環境がある 

・こどもの遊び場や居場所がある 

・家庭だけではなく、社会とのつながりがあり、社会に様々な形で参加すること

ができる 

・必ずどこかで誰かが助けてくれる安心安全な状態がある 

・こども自身が幸せだと感じられ、大事にされていることを実感できる社会 

・自他ともに尊重し合える社会 

・自己肯定感や将来への希望が持てる社会 

（大人） 

・子育ての悩みを聞いてもらったり、相談したりできるような場所がある 

・こどもと一緒に活動していく中で大人が見本となる社会 

・こどもだけでなく、大人も支えてもらえる社会 

2024/06/21 
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・こどもだけではなく、大人や親が幸福である社会 

・虐待やいじめのない社会のため、大人や家庭への支援がある社会 

・家庭の経済的な負担が軽減され、保育園に０歳から無料で預けられるような社 

 会 

 

２ 社会全体（所属団体）でできること 

・こどもの意見をきちんと聞き、こどもの権利を守ることができる社会にする 

・こどもを安心して生み育てられる環境、地域でこどもを見守る環境を整える 

・男性も含めて育休が取得できるなど、子育てと仕事が両立できる環境を整える 

・進学のため県外に出たこどもが、県内へ戻って働いたり生活できたりする環境

を整える 

・教育にお金がかかり過ぎることを改善する 

・貧困や経済格差を解消・支援する 

・育児困難な状態である親や、発達障がいのこどもを支える 

・多様な行事を開催し、こどもが様々な体験を得られるようにする 

・こどもが自由な発想で自分を表現できる機会を用意する 

・こどもの居場所を整備する 

・山口百恵の生き方がもてはやされる価値観を変える 

 

３ あなたができること 

・地域の行事やお祭りを通じて人と人をつなげる 

・あいさつや見守りをはじめ、ボランティア活動に参加するなど、こどもと積極

的に関わる 

・こどもとともに過ごし、楽しんでもらえるチャンスを多く与える 

・いい意味でのお節介になり、昔のようにいい意味で親以外の大人が関わってみ

んなで育てていく環境を取り戻す 

・大人が元気で楽しい状態を見せ、こどもに希望を感じさせる 

・人権や多様性を常に意識して生きていく 

・自分のこどもだけではなく、よそのこどもの意見にも耳を傾ける 

・自分（男性）の育休の経験を伝えていく 
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